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◆特集○話題の焦点

防災展示・体験施設レポート  改めて防災について考える
◆夢インタビュー

地域とともに歩み滋賀を元気にするチームを目指して
◆行ってみよう

ノルディック・ウォークで大文字山トレッキング
◆おじゃまします

丸橋建設株式会社

春

一般社団法人



防災展示・体験施設レポート
　  -改めて防災について考える

地震や火災、風水害など、いつ起こるかわからない災害にどう備えるか、今、市民一人ひとりの取り組みの大切さが問われています。
滋賀県建設業協会広報委員会のメンバーは、京都市南区の「京都市市民防災センター」と大津市にある水のめぐみ館「アクア琵琶」
を訪ねて、災害や防災に関する展示や体験プログラムをレポートしました。

新
し
く
便
利
に
な
っ
た
街
や
施
設
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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C O N T E N T S

　

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
は
な
か
っ
た

新
た
な
魅
力
を
プ
ラ
ス
し
た
施
設
と
し
て
、

２
０
１
３
年
４
月
18
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
下
り
線
の
「
パ
ヴ
ァ
リ
エ 

び
わ
湖
大
津
」。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
や
地
域
有
名
店
な
ど
の
入
っ
た
複
合
型
商

業
施
設
と
し
て
、
休
憩
だ
け
で
な
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
食
事
を
楽
し
め
る
＂パ
ヴ
ァ
リ
エ＂
や
、
地

域
の
特
産
物
や
地
域
情
報
の
発
信
を
強
く
打
ち

出
し
た
施
設
、も
て
な
し
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
パ
ヴ
ァ

リ
エ 

び
わ

湖
大
津
」
の

特
徴
は
、
琵

琶
湖
や
対
岸

の
山
々
の
素

晴
ら
し
い
眺

望
が
楽
し
め

る
よ
う
、
琵

琶
湖
側
が

大
き
な
ガ
ラ

ス
窓
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。

２
階
の
フ
ー

ド
コ
ー
ト
は
、

景
色
を
見

な
が
ら
食
事
が
で
き
る
開
放
的
な
空
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
階
に
は
美
し
い
山
並
み

や
琵
琶
湖
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
展
望
デ
ッ
キ

が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
１
階
で
販
売
し
て
い
る

石
山
寺
の
絵
馬
が
掛
け
ら
れ
る
「
絵
馬
掛
け
ツ

リ
ー
」
や
「
恋
人
の
聖
地
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
階
の
物
販
ゾ
ー
ン
は
＂ナ
チ
ュ
ラ
ル
ダ
イ

ニ
ン
グ
テ
ラ
ス
＂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
床
や
天

井
に
は
水
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
、

木
や
石
な
ど
の
自
然
素
材
を
多
く
用
い
た
内
装

を
施
し
た
ほ
か
、
直
線
的
に
什
器
を
配
置
す

る
の
で
は
な
く
、
緩
や
か
に
曲
線
を
描
く
通
路

に
沿
っ
て
、
自
然
に
店
内
の
奥
深
く
ま
で
足
を

運
べ
る
よ
う
に
動
線
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

滋
賀
の
名
店
や
全
国
的
に
人
気
の
あ
る
ブ

ラ
ン
ド
、
近
江
牛
を
メ
イ
ン
に
し
た
地
産

地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
14
店
舗
の
グ
ル
メ

＆
シ
ョ
ッ
プ
が
入
り
、
こ
こ
で
し
か
買
え
な

い
商
品
や
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

や
お
休
み
処
の
ほ
か
、
小
さ
な
子
ど
も

連
れ
で
訪
れ
る
人
に
も
配
慮
し
て
、
授
乳

室
や
お
む
つ
交
換
台
な
ど
の
あ
る
ベ
ビ
ー

コ
ー
ナ
ー
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
広
さ
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
パ
ヴ
ァ
リ
エ 

び
わ
湖
大
津
」（
大
津
市
）

湖
国
街
か
ど
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
…
…
…

2

「
パ
ヴ
ァ
リ
エ 

び
わ
湖
大
津
」

特
集
・
話
題
の
焦
点
…
…
…
…
…
…

3

防
災
展
示
・
体
験
施
設
レ
ポ
ー
ト

改
め
て
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

夢
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
…
…
…
…
…
…

6

地
域
と
と
も
に
歩
み
滋
賀
を

元
気
に
す
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
て

株
式
会
社M

i-O
 

ス
ポ
ー
ツ 

権
田
五
仁
さ
ん

ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
…
…
…
…
…
…
…

7

株
式
会
社
み
ら
い
も
り
や
ま
21

行
っ
て
み
よ
う
…
…
…
…
…
…
…
…

8

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
で

大
文
字
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

こ
こ
が
知
り
た
い
も
の
づ
く
り
…
…

10

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
お
は
な
し
2

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
…
…
…
…
…
…
…

12

丸
橋
建
設
株
式
会
社

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
…
…
…

14

元
気
い
た
だ
き
ま
す
…
…
…
…
…
…

16

「
仕
事
の
達
人
・
遊
び
の
達
人
」…
…

17

萩
原
　
英
樹

パ
ズ
ル

近
江
う
ま
い
も
の
紀
行
…
…
…
…
…

18

夢
け
ん
ひ
ろ
ば

読
者
の
声
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

19

編
集
後
記

表
紙
写
真

「
ミ
ク
ロ
ン
の
闘
い
」
黒
田
　
敏
夫

「
仕
上
げ
日
和
」
岡
田
　
健
司

「
夏
の
ゆ
り
園
」
岡
本
　
聖

「
金
亀
の
酒
蔵
と
町
並
み
」
中
原
　
文
雄

「
新
緑
の
中
に
」
奥
居
　
由
紀
夫

「
壁
の
お
化
粧
」
城
田
　
祥
男

　

京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
防
災
に
関

す
る
知
識
や
技
術
の
普
及
を
図
り
、
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
１
９
９
５
年
に
開
設
さ
れ
、

一
般
財
団
法
人
京
都
市
防
災
協
会
が
運
営
し
て
い
る

施
設
で
す
。
地
震
や
台
風
、
火
災
な
ど
の
災
害
を
模

擬
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
映
像
体
験
室
、
強
風
体
験
室
、
地
震
体

験
室
、
避
難
体
験
室
、
消
火
訓
練
室
、
く
ら
し
の
安
全

コ
ー
ナ
ー
、
通
報
訓
練
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
バ
ー
チ
ャ
ル

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
１
日

や
半
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、「
見
る
」「
聴
く
」「
感

じ
る
」「
触
れ
る
」
こ
と
で
、
防
災
知
識
や
適
切
な
行

動
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
ホ
テ
ル
火
災
を
再
現
し

た
避
難
体
験
室
へ
。
実
際
の
火
災
で
は
、
煙
を
吸
っ
て

一
酸
化
炭
素
中
毒
で
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
避
難

の
際
に
煙
を
吸
わ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い
っ

た
説
明
を
受
け
て
か
ら
、
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
人
体
に
影
響
の
な
い
特
殊
な
煙
が
立
ち
こ
め
る

中
、
姿
勢
を
低
く
し
て
、
誘
導
灯
を
頼
り
に
非
常
口
ま

で
進
み
ま
し
た
。
煙
で
視
界
が
悪
い
う
え
、
迷
路
の
よ

う
な
仕
切
り
壁
に
は
ば
ま
れ
て
、
な
か
な
か
出
口
に
た

ど
り
着
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

続
い
て
消
火
訓
練
室
で
は
、
消
火
器
の
特
徴
や
扱

い
方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
初
期
消
火
を
体

験
し
ま
し
た
。
消
火
器
の
噴
射
時
間
は
と
て
も
短

く
（
粉
末
Ａ
Ｂ
Ｃ
消
火
器
１
・
２
㎏ 

で
約
15
秒
）、

火
元
の
２
～
３
メ
ー
ト
ル
手
前
ま
で
近
づ
い
て
噴
射
し
、

天
井
に
火
が
ま
わ
っ
た
ら
消
火
を
断
念
し
て
避
難
す
る

こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大津市朝日が丘２-８-１
グルメ・ショッピング／☎077-510-0808
　　　　　　　　　　　（近畿日本鉄道株式会社）
インフォメーション／☎077-510-7350
レストランやフードコート、ショッピングコートは店舗によって
営業時間が異なるため、以下のサイトでご確認ください。
http://www.w-holdings.co.jp/sapa/2028.html

名
神
高
速
道
路
　
大
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
下
り
線
）

京都市市民防災センター

デッキからの眺望展望デッキ琵琶湖側に大きな窓を設けたフードコート

木や石を使った１階の物販ゾーン

地産地消レストラン「グリル逢味」

ゆったりしたベビーコーナー
京都市南区西九条菅田町７番地
☎ 075-662-1849 
９：00～17：00　月曜日、第２火曜日、年末年始休館
入館無料
http：//web.kyoto-inet.or.jp/org/bousai_s/

避難体験コーナー
体験の前に避難の際の注意点などの説明がありました。

消火体験コーナー
火災を再現したモニターを使った消火訓練
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防災展示・体験施設レポート  -改めて防災について考える

強
風
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

風
速
10
メ
ー
ト
ル
か
ら
3２
メ
ー
ト
ル
の
風
を
体
験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
。
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
を
は
ず

し
、
目
を
守
る
ゴ
ー
グ
ル
を
着
け
て
、
正
面
か
ら
吹
き

付
け
る
風
に
備

え
ま
す
。
風
速

20
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
と
、
手

摺
を
持
た
ず
に

立
っ
て
い
る
こ

と
が
で
き
な
い

ほ
ど
で
、
強
風

時
に
屋
外
に
い

る
こ
と
の
危
険

性
を
実
感
し
ま

し
た
。

地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
同
じ
震
度
７
の
激
し
い
横
揺

れ
の
中
、
ま
ず
は
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
入
っ
て
身
の
安
全
を

確
保
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
い
る
間
に
、
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
火
を
消
し
、
出
口
を
確
保
す
る
と
い
う
訓
練
を
体

験
し
ま
し
た
。

映
像
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

京
都
の
災
害
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
す
る
映
像
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。
京
都
市
防
災
協
会
の
柴
田
利
尚
事
業

課
長
か
ら
は
、「
自
ら
が
身
を
持
っ
て
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
で
防
災
意
識
を
高
め
、
今
後
の
防
災
対
策
に

取
り
組
む
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
３
階
部
分
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、〝
４
D
シ

ア
タ
ー
迫
り
く
る
地
下
街
の
恐
怖
〟
な
ど
の
「
都
市

型
水
害
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
や
、
地
震
発
生
か
ら
避
難

所
ま
で
の
行
動
を
体
感
で
き
る
「
防
災
行
動
体
験
コ
ー

ナ
ー
」、さ
ら
に
子
ど
も
向
け
コ
ー
ナ
ー
と
し
て「
キ
ッ
ズ・

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ラ
ン
ド
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
や
職
場
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
い
ざ
と

い
う
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
。
こ
こ
で
の
体
験
は
災
害
へ
の
備
え
に
つ

い
て
考
え
る
時
、
と
て
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

治
水
や
利
水
に
つ
い
て
学
ぶ 

水
の
め
ぐ
み
館

　

国
土
交
通
省
琵
琶
湖
河
川
事
務
所
が
管
理

す
る
水
の
め
ぐ
み
館
「
ア
ク
ア
琵
琶
」
は
、
琵
琶
湖

の
治
水
や
水
利
用
の
歴
史
、
水
環
境
、
瀬
田
川
洗
堰

の
役
割
、
瀬
田
川
の
砂
防
な
ど
に
つ
い
て
展
示
や
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
学
べ
る
施
設
で
す
。

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
琵
琶
湖
河
川
事
務

所
の
福
本
匡
城
建
設
専
門
官
に
館
内
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
、
瀬
田
川
の
治
水
の
歴
史
や
洗
堰
の
機
能
に

つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
周
辺
地
域
の
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
唯
一

の
出
口
で
あ
る
瀬
田
川
を
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

し
て
水
の
流
れ
を
良

く
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
た
め
、
古
く
か
ら

川
ざ
ら
え
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
時
代

に
は
、
瀬
田
川
に
飛
び
出
て
い
た
大
日
山
が
切
り
取

ら
れ
て
大
幅
に
流
水
量
が
増
し
、
下
流
の
淀
川
に
流

れ
込
む
水
量
を
調
節
す
る
た
め
、
南
郷
洗
堰(

旧
洗
堰)

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
36
年
に
瀬
田
川
改
修
計
画
の
一
環
と
し
て
完

成
し
た
瀬
田
川
洗
堰(

新
洗
堰)

は
、
琵
琶
湖
河
川
事
務

所
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
瀬
田
川
へ
の
流
量
を
調
節
す

る
こ
と
で
、
洪
水
対
策
と
渇
水
対
策
の
両
方
を
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
。

世
界
最
大
の
豪
雨
を
体
験

　

10
月
16
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で

の
非
洪
水
期
は
、
Ｂ.

Ｓ.

Ｌ.

（
琵
琶

湖
基
準
水
位
＝
大
阪
湾
の
平
均
潮

位
＋
85
・
６
ｍ
の
高
さ
）
＋
０
・
３

ｍ
と
い
う
高
い
水
位
が
保
た
れ
て

い
ま
す
が
、
６
月
16
日
か
ら
８
月
31

日
ま
で
は
Ｂ.

Ｓ.

Ｌ.

マ
イ
ナ
ス
０
・

２
ｍ
、
９
月
１
日
か
ら
10
月
15
日
は

台
風
な
ど
の
降
雨
に
備
え
る
た
め
、

Ｂ.

Ｓ.

Ｌ.

０
・
３
ｍ
ま
で
下
げ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
18
号
の
豪
雨
で
は
、
下
流
の
天
ケ
瀬
ダ

ム
で
の
流
入
量
が
、
洪
水
調
節
を
行
う
基
準
で
あ
る
毎

秒
8
4
0
㎥
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
下
流
域
を
守
る
た

め
41
年
ぶ
り
に
す
べ
て
の
ゲ
ー
ト
を
閉
め
る
「
全
閉
操

作
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
淀
川
の
流
量
が
減

り
始
め
て
か
ら
琵
琶
湖
の
水
位
を
元
に
戻
す
た
め
、
最

大
毎
秒
約
8
0
0
㎥
を
放
流
す
る
「
全
開
操
作
」
が
約

２
週
間
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

昔
は
洪
水
か
ら
上
下
流
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
安
全
を
守
り
つ
つ
環

境
に
も
配
慮
し
た
治
水
が
試
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前

は
非
洪
水
期
の
基
準
水
位
＋
０
・
３
ｍ
か
ら
、
洪
水
期

の
基
準
水
位
マ
イ
ナ
ス
０
・
２
メ
ー
ト
ル
ま
で
一
気
に

50
セ
ン
チ
水
位
を
下
げ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
に

産
卵
す
る
コ
イ
科
魚
類
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、

緩
や
か
に
水
位
が
低
下
す
る
よ
う
な
操
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
琵
琶
湖
周
辺
の
洪
水
被
害
軽
減
や
、
宇
治
川

と
淀
川
の
洪
水
調
節
能
力
を
増
強
す
る
た
め
、
下
流
に

あ
る
天
ケ
瀬
ダ
ム
の
再
開
発
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
天
ケ
瀬
ダ
ム
の
左
岸
側
に
、
ト
ン
ネ
ル
式
の
放
流

設
備
を
新
た
に
建
設
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
放
流
能
力

を
高
め
ま
す
。

　

最
後
に
屋
外
の
「
雨
た
い
け
ん
室
」
で
、
１
時
間
に

6
0
0
㎜
と
い
う
世
界
最
大
の
豪
雨
を
体
験
し
ま
し

た
。
第
１
段
階
は
梅
雨
時
に
経
験
す
る
１
時
間
に
５
㎜

の
雨
、
第
２
段
階
は
大
阪
で
２
年
に
１
度
く
ら
い
降
る

１
時
間
に
35
㎜
の
雨
、
第
３
段
階
は
昭
和
57
年
に
長
崎

県
で
観
測
さ
れ
た
国
内
最
大
1
8
7
㎜
の
豪
雨
、
最
後

は
世
界
一
の
豪
雨
。
傘
に
受
け
る
衝
撃
の
大
き
さ
や
会

話
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
雨
音
に
、
時
に
大
き
な
災
害
を

引
き
起
こ
す
豪
雨
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

水のめぐみ館「アクア琵琶」

瀬田川洗堰の機能について説明を受けるメンバー

写真／びわこビジターズビューロー

写真／
びわこビジターズビューロー

次第に強くなる豪雨を体験

滋賀県大津市黒津４-２-２
☎ 077-546-7348
９：30～16：30 (入館は16：00まで)
土日祝日は不定休、年末年始休館
入館無料
http：//www.aquabiwa.jp/

強
風
体
験
コ
ー
ナ
ー

ゴ
ー
グ
ル
を
着
け
て
次
第
に
強
く
な
る
風
を
体
験

地震体験コーナー
キッチンを想定した地震体験コーナー

映像体験コーナー
ハイビジョン映像で京都の災害の歴史を紹介する映像体験コーナー

みんなで家の中にひそむ
「火事のたまご」をやっつけよう！

ディスプレイの前でポーズを決め
ると、いろんな消防士に大変身！

迫りくる水の恐怖、どうしたら
無事に脱出できるのか？

アンダーパスに大雨が…。車から
の脱出、歩道の危険、落ち着いて
対処できるか？

瀬
田
川
の
治
水
の
歴
史
を
紹
介
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー

施設の玄関前にある旧洗堰。月２回程度カフェが開催されています。

キッズ・ファイヤーランド

都市型水害体験コーナー
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２
月
14
日
、
Ｊ
Ｒ
守
山
駅
西
口
直
結
ビ
ル
〝
セ
ル

バ
守
山
〟
の
地
下
に
「
チ
カ
守
山
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
中
心
と
な
る
施
設
は
、〝
民
間
公
民
館
〟
と

い
う
位
置
づ
け
で
会
議
や
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
、
カ

ラ
オ
ケ
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る
「
シ

ダ
ッ
ク
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ト
」。
他
に
子
育
て
交
流

ゾ
ー
ン
や
カ
フ
ェ
、
農
産
物
販
売
所
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
に
平
和
堂
が
撤
退
し
て
以
来
、
使
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
地
下
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
た
め
、

守
山
市
が
公
募
を
実
施
、
経
済
産
業
省
の
中
心
市
街

地
魅
力
発
掘
・
創
造
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し

て
、
み
ら
い
も
り
や
ま
21
と
シ
ダ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
が

連
携
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

み
ら
い
も
り
や
ま
21
は
、
Ｊ
Ｒ
守
山
駅
周
辺
の
活

性
化
を
図
る
ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
牽
引
役
と
し

て
、
平
成
20
年
９
月
に
創
立
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り

会
社
」
で
す
。

　

法
人
や
個
人
か
ら
出
資
を
募
り
、
当
時
守
山
商
工

会
議
所
副
会

頭
だ
っ
た
清

原
健
氏
が
社

長
に
就
任
し
、

守
山
市
の
夢

を
託
さ
れ
た

会
社
と
し
て
、

中
心
市
街
地

の
活
気
作
り

や
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
、
市

外
か
ら
の
店

舗
の
誘
致
、

情
報
発
信
な

ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
中
核
事
業
と
し

て
、
ま
ず
中
山
道
の
町
家
を
活
用
し
た
歴
史
文
化
拠

点
施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
、平
成
24
年
１
月
に
「
守

山
宿
・
町
家
〝
う
の
家
〟」
を
、
同
年
７
月
に
は
福

祉
文
化
交
流
施
設
「
あ
ま
が
池
プ
ラ
ザ
」
を
オ
ー
プ

ン
し
て
、
指
定
管
理
者
と
し
て
２
つ
の
拠
点
施
設
を

運
営
す
る
こ
と
で
会
社
の
経
営
基
盤
を
よ
り
確
か
な

も
の
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
回
遊
性

の
向
上
を
目
的
に
、
商
工
会
議
所
、
市
内
事
業
者
ら

と
「
１
０
０
円
商
店
街
」
や
「
も
り
や
ま
バ
ル
」「
ま

ち
ゼ
ミ
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
、
県
内
で
い
ち
早
く

仕
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
い
い
ス

タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
る
こ
と
。
行
政
か
ら
の
出
向
で
は

2
、
3
年
で
交
代
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
社
の

社
員
は
、
公
募
に
て
一
般
か
ら
の
若
手
の
起
用
を
行
い

ま
し
た
。
若
手
社
員
の
情
熱
と
パ

ワ
ー
に
押
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
ま

ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
守
山

市
や
商
工
会
議
所
と
の
情
報
共
有

や
意
思
疎
通
が
、
取
り
組
み
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
て
い
く
う
え
で
欠

か
せ
な
い
と
、
連
携
を
密
に
保
つ

こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

新
拠
点
と
な
る
チ
カ
守
山
と
う

の
家
、
あ
ま
が
池
プ
ラ
ザ
の
３
拠

点
を
つ
な
い
で
、
回
遊
性
を
も
た

せ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
す
る

ほ
か
、
今
後
は
市
民
や
事
業
者

が
主
体
と
な
っ
て
行
う
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
い
う
同
社
。
清

原
社
長
は
「
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
ま
ち
の
ど
こ
か
で
毎

日
何
か
が
あ
り
、
小
さ
な
何
か
が

つ
な
が
っ
て
そ
れ
が
連
鎖
的
に
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
く

〝
小
規
模
連
鎖
〟
を
継
続
的
に

続
け
て
い
く
こ
と
が
、
真
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
」
と
指
摘
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
て
、
本
当
に
守
山

の
こ
と
が
好
き
と
い
う
市
民
が
多
い
こ
と
を
実
感
し

た
。
そ
の
市
民
か
ら
ず
っ
と
存
続
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
会
社
に
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

こ
と
ば
で
、
取
材
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

（
Ｊ
Ｆ
Ｌ
）に
所
属
し
、草
津

市
と
東
近
江
市
を
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
と
す
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

「
Ｍ
Ｉ
Ｏ
び
わ
こ
滋
賀
」。平

成
18
年
の
誕
生
か
ら
２
年
後

に
は
滋
賀
県
代
表
と
し
て
天

皇
杯
全
日
本
選
手
権
大
会
に

出
場
し
、同
年
、全
国
社
会

人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で

初
優
勝
し
ま
し
た
。ク
ラ
ブ

を
立
ち
上
げ
、経
営
を
担
っ

て
き
た
権
田
五
仁
さ
ん
に
、

サ
ッ
カ
ー
に
か
け
る
思
い
や
、

今
後
の
目
標
、夢
に
つ
い
て

う
か
が
い
ま
し
た

地
域
と
と
も
に
歩
み

滋
賀
を
元
気
に
す
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
て

株式会社みらいもりやま21
滋賀県守山市守山一丁目８-７
☎ 077-514-8321
http://moriyama21.jp/

株式会社みらいもりやま21
市民、事業者、行政の架け橋となって
まちの活性化、にぎわい創出をサポート

●
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
つ
く
ろ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か

け
は
？

　

Ｊ
Ｃ
（
日
本
の
青
年
会
議
所
）
で
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
の
活
性
化
の
運
動
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
が
、

そ
の
経
験
を
活
か
し
て
滋
賀
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
学
生

時
代
に
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
サ
ッ

カ
ー
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
青
少
年
の
育
成
を
目

指
し
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
み
や
夢
を
持
っ
て

い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
思
い
を
託
し
て
ク
ラ
ブ
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

●
サ
ッ
カ
ー
を
に
ぎ
わ
い
創
出
や
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

チ
ー
ム
が
大
き
な
存
在
に
な
り
、
観
客
を
た
く
さ

ん
動
員
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
済
波
及
効
果
が
生
ま
れ
、
ま
ち
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
社
会
貢
献
に
も
た
い
へ
ん
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
…

　

滋
賀
の
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
、
環
境
と
福
祉
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、ア
ル
ミ
缶
や
古
紙
、古
着
な
ど
を
持
っ

て
試
合
を
観
に
来
ら
れ
る
と
観
覧
料
が
無
料
に
な
る

日
を
設
け
た
り
、
障
害
者
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
指

導
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
公
式
戦
の
前
に

障
害
者
チ
ー
ム
の
試
合
を
入
れ
た
り
、
障
害
者
団
体

に
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
ス
タ
ジ

ア
ム
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
開
催
や
地
元
チ
ー
ム

の
指
導
の
ほ
か
、
県
内
の
小
学
校
に
出
向
い
て
の
授

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
エ
コ
や
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
関
心
も
高
ま
る
仕
掛

け
で
す
ね
。

　

こ
れ
は
Ｊ
Ｃ
の
活
動
手
法
か
ら
き

て
い
る
こ
と
で
、
単
に
Ｊ
リ
ー
グ
を

目
指
す
だ
け
で
な
く
、
環
境
や
福
祉

に
関
す
る
社
会
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
に
関
心
を

持
つ
市
民
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
ど
れ
だ
け
一
緒
に
な
っ
て
チ
ー

ム
づ
く
り
が
で
き
る
か
が
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

●
ク
ラ
ブ
の
安
定
的
な
運
営
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
確
保

が
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
…

　

一
つ
の
ビ
ッ
グ
ス
ポ
ン
サ
ー
に
頼
る
と
、
そ
こ
が
撤

退
し
た
時
に
ク
ラ
ブ
の
基
盤
が
ぐ
ら
つ
き
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
県
内
企
業
さ
ん
、
県
民
の

み
な
さ
ん
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
応
援
し
、
支
え
て

く
だ
さ
る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
幸
い
な
こ
と
に
県
か
ら
も
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

一
昨
年
ま
で
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
胸
に
「
滋
賀
県
」
と

い
う
文
字
を
付
け
て
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら

は
「
東
近
江
市
」
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
は
草
津
市
と
東
近
江
市
で
す
が
、
他
の
市
町
に

も
支
援
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
ね

　

今
、
県
内
に
は
Ｊ
１
や
Ｊ
２
の
試
合
を
開
催
で
き

る
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
り
ま
せ
ん
。
１
～
２
万
人
が
収

容
で
き
る
よ
う
な
ス
タ
ジ
ア
ム
を
滋
賀
に
建
設
し
よ

う
と
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
建
設
が
決
ま
れ
ば
地
域
の
産
業
界
に
も
多
く

の
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
目
指
し
て
お
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
で

す
か
？

　

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
っ
た
時
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｏ
び
わ
こ
滋
賀
で
活
躍
し
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
チ
ー
ム
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

そ
れ
と
、
例
え
て
言
う
な
ら
ク
リ
ス
マ
ス
の
よ
う

な
チ
ー
ム
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
街
に
は

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
き
、
ど
の
家
庭
も
な
ん
と

な
く
ウ
キ
ウ
キ
と
楽
し
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
く
と
ウ
キ
ウ
キ
し
て
、
家
族
の
間

で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
話
題
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
県

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
気
に
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な

チ
ー
ム
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
山
道
沿
い
に
あ
る
旧
酒
蔵
を
改
装
し
た
守
山

宿
町
家
〝
う
の
家
〟

権田 五仁さん
◯ごんだ　こうじん

株式会社 Mi-0 スポーツ／
MIO びわこ滋賀　代表取締役

チカ守山のオープン式典で挨拶する清原健社長

にぎわい創出と回遊性の向上を目的に開催された「守山バル」

中心市街地活性化交流プラザ「あまが池プラザ」
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
で

大
文
字
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

大
津
市
／
京
都
市

取
材
協
力
／
お
ご
と
温
泉
観
光
協
会

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・ウ
ォ
ー
ク（
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ポ
ー
ル・ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）は
、1
9
3
0
年

代
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
の
夏
場
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、２
本
の
ポ
ー
ル
を

使
っ
て
歩
く
の
が
特
徴
で
す
。

　
た
だ
歩
く
の
と
は
違
っ
て
、ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
身
体
全
体

の
90
パ
ー
セ
ン
ト
の
筋
肉
を
活
用
す
る
全
身
運
動
と
な
る
こ
と
か

ら
高
い
運
動
効
果
が
期
待
で
き
る
う
え
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
手
軽
に
で
き
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て
世
界
中

で
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
滋
賀
県
建
設
業
協
会
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・ウ
ォ
ー
ク
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

行ってみよう

今回
歩いたコース京

阪
滋
賀
里
駅

　
←

志
賀
の
大
仏

　
←

志
賀
峠

　
←

ふ
れ
あ
い
の
も
り

　
←

比
叡
平

　
←

池
の
谷
地
蔵
尊

　
←

大
文
字
山

　
←

毘
沙
門
堂

　
←

J
R
山
科
駅

　（
全
行
程
17
㎞
）

志
賀
の
大
仏

池の谷
地蔵尊

毘
沙
門
堂

ルート

錦織町比叡平

如意ヶ岳

大文字山

百
穴

古
墳
郡

琵琶湖

崇
福
寺
跡

ふ
れ
あ
い
の

も
り

近江神宮前

滋賀里

南滋賀

皇子山

浜大津

島ノ関

大津
JR

名神高速道路
大津 IC

大津京

山科

上栄町

追分 大谷
四宮

47

30

N

161

田
ノ
谷
峠

スタート

ゴール

この日は生憎の雨でしたが雨具を着込
んで、ポールの長さを自分の身長に合わ
せた後、トレッキングに出発しました。

鎌倉時代の作とされる石造阿弥陀
如来坐像（志賀の大仏〈おおぼとけ〉）
は、志賀越の道中安全を見守る道
祖神。ここで、おごと温泉のキャラ
クター”おごとん”が一行を出迎えて
くれました。

南志賀町から大津山中町を経て京の七口（京都につながる街道の代表
的な出入り口）の一つ荒神口に至る古道「志賀越道（旧山中越え）」を通っ
て志賀峠へと向かいます。志賀越道沿いの山中には、天智天皇が大津
京の鎮護のために建立した崇福寺がありましたが、今は礎石だけが残っ
ていて、金堂跡には「崇福寺跡」という碑が立てられています。

比叡山ドライブウェーの下をく
ぐって「ふれあいのもり」へ。
よく整備された散策道が広がっ
ていて、シーズンにはアジサイや
ヤマブキ、ヤマツツジなどの花
木植物を楽しむことができます。

ドライブウェー料金所から、比叡平の住宅街を通って池の谷地蔵尊へ。
自然をそのまま残した6,000坪の境内には薬草の小径が設けられてい
て、約600種の薬草や薬樹のほか、四季を通じてさまざまな花を楽しむ
ことができます。
薬草園は４月初旬から９月まで開園、開園時間は午前10時から午後４時
まで。入園料は無料です。
池の谷薬草園　http://www2u.biglobe.ne.jp/~plants/

春はシダレザクラ、秋は紅葉の名所、
天台宗の門跡寺院「毘沙門堂」の前を
通って山科の市街地を目指しました。

標高465mの大文字山山頂。京都
の市街地を見下ろす眺めが楽しめる
山頂ですが、この日は雨でほとんど
見えませんでした。

右手に少し入ったところにある「百穴古墳
群」では、ドーム状の横穴式石室のある
円墳が60数基、確認されています。渡来
人を埋葬するために、６世紀から７世紀初
めに造られたとされています。

　おごと温泉観光協会では、美運・美浴・美食でお客様をおもてなし
する”アクティブヘルスツーリズム”に、自然豊かな周辺の里山や棚田
をノルディック・ウォークでめぐるプログラムを提供しています。
　ノルディックウォークインストラクターと一緒におごと温泉界隈の
パワースポットをまわる約90分のコースです。
※おごと温泉観光公園へ集合。スタート14：00～
※ポールは貸し出し致します。※2名から開催
参加費用：500円（税別）
お問い合わせ／おごと温泉観光協会 　大津市雄琴6丁目-5-1
TEL／077-578-1650
URL  www.ogotoonsen.com

百穴古墳群百穴古墳群

志賀の大仏志賀の大仏

おごとんおごとん

ふれあいのもりふれあいのもり

池の谷薬草園池の谷薬草園

池の谷地蔵尊池の谷地蔵尊

大文字山山頂大文字山山頂

火床から火床から

崇福寺跡崇福寺跡

スタート

ゴール！ のおごと温泉おごと温泉
“アクティブヘルスツーリズム”
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!が
りたいものづくり知

コンクリートの基礎知識やおもしろ雑学がテーマの「コンクリートのおはなし」。
第２回目はコンクリートの劣化と補修についてコンクリート診断士がレクチャーします。

【コンクリート診断士】
株式会社 明豊建設　鈴川　一行

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
50
年
問
題

　

平
成
24
年
12
月
２
日
、
中
央
自
動
車
道
上
り
線
笹
子
ト
ン

ネ
ル
で
天
井
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
版
が
落
下
し
、
人
命
が
失
わ

れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
事
故

を
発
端
と
し
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
構
造
物

の
老
朽
化
が
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
は
一
般
的
に
1
0
0
年
と
も

2
0
0
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
度
成
長
期
に
作
ら

れ
た
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
の
寿
命
は
50
年
程
度
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
こ
に
差
が
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
？

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
な
ぜ
劣
化
す
る
？

　

イ
ン
フ
ラ
構
造
物
の
劣
化
「
剥
離・剥
落
」
は
「
ひ
び
割
れ
」

か
ら
始
ま
り
、
ひ
び
割
れ
は
大
雑
把
に
①
荷
重
や
温
度
変
化

に
よ
る
変
形
と
、
②
内
部
膨
張
に
よ
る
破
壊
の
２
つ
の
要
因

で
発
生
し
ま
す
。

　

①
の
温
度
変
化
で
す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
１
℃
熱
く
す

る
と
10
ｍ
で
０・
１
㎜
伸
び
ま
す
。
20
ｍ
程
度
の
橋
で
も
夏

場
（
30
℃
）
と
冬
場
（
10
℃
）
で
は
４
㎜
の
差
が
表
れ
ま
す
。

こ
の
伸
び
縮
み
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
ひ
び
割
れ
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

　

②
の
内
部
膨
張
と
は
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
る
ひ
び
割
れ
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
重
さ
に
耐
え
る
力
は
強
い
の
で
す
が
、
曲

げ
る
と
簡
単
に
折
れ
る
物
質
で
す
。
そ
こ
で
、
鉄
筋
を
埋
め

込
ん
で
曲
げ
に
弱
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
補
強
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
錆
び
は
水
と
酸
素
の
供
給
で
起
こ
り
ま
す
が
、
鉄

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
よ
う
な
強
い
ア
ル
カ
リ
環
境
に
置
か

れ
る
と
、
自
分
で
錆
を
防
止
す
る
膜
を
作
り
ま
す
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
、
お
互
い
の
弱
点

を
補
う一石
二
鳥
の
構
造
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

内
部
の
ア
ル
カ
リ
成
分
と
結
合
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
中
性

に
し
て
し
ま
う
た
め
、
錆
を
防
止
す
る
膜
を
破
壊
し
ま
す
。

　

塩
分
も
大
敵
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し
み
込
ん
だ
塩
分
は

錆
を
防
止
す
る
膜
を
直
接
攻
撃
し
て
孔
を
あ
け
ま
す
。
海
沿

い
だ
け
で
な
く
凍
結
防
止
剤
を
た
く
さ
ん
散
布
す
る
地
域
は

特
に
危
険
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
鉄
筋
が
錆
び
て
膨
張

す
る
と
、
内
か
ら
外
に
向
け
た
ひ
び
割
れ
を
発
生
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
温
度
変
化
・
雨
や
風
・
二
酸
化
炭
素
・

凍
結
防
止
剤
と
い
う
当
た
り
前
に
存
在
す
る
も
の
に
よ
っ
て

ゆ
っ
く
り
と
着
実
に
劣
化
す
る
の
で
す
。

劣
化
す
る
と
何
が
起
こ
る
？

　

ダ
ム
や
擁
壁
な
ど
の
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
木
構
造
物

は
、
そ
の
重
量
で
流
れ
出
て
し
ま
う
も
の
を
押
し
と
ど
め
る

こ
と
を
役
割
に
し
て
い
ま
す
。
5
0
0
ｔ
の
水
を
溜
め
る
ダ

ム
な
ら
、
ダ
ム
の
重
量
を
5
0
0
ｔ
以
上
に
す
れ
ば
ダ
ム
が

動
か
な
い
の
で
水
が
溜
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
構
造
物
の
場
合
、
多
少
の
ひ
び
割
れ
は
全
く
影

響
し
ま
せ
ん
。
真
っ
二
つ
に
割
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
ひ
び
割
れ

で
は
構
造
物
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
変
形
や
内
部
膨

張
で
は
1
0
0
年
経
っ
て
も
2
0
0
年
経
っ
て
も
、
ま
ず
部
材

を
貫
通
す
る
よ
う
な
ひ
び
割
れ
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
は
厚
み
に
比
例
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
重
力
式
構
造
物
は
中
世
や
近
世
に
作
ら
れ
た
歴
史

的
建
造
物
と
同
じ
く
「
強
く
す
る
な
ら
厚
く
す
れ
ば
い
い
」

と
い
う
方
針
で
建
造
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

深
刻
な
の
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構
造
物
で
、
ト
ン
ネ

ル
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
、
水
道
設
備
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

建
物
な
ど
、
高
度
成
長
期
に
建
造
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
構
造

物
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
す
。

　

ま
ず
発
生
す
る
の
が
温
度
変
化
や
乾
燥
収
縮
に
よ
る
ひ
び

割
れ
で
す
。
そ
れ
自
体
は
ト
ン
ネ
ル
や
橋
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
の
で
す
が
、
ひ
び
割
れ
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
や

水
、
塩
分
が
奥
ま
で
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

次
に
起
こ
る
の
が
中
性
化
や
塩
害
で
、
20
年
位
で
表
面
近

く
に
あ
る
鉄
筋
の
深
さ
に
ま
で
到
達
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

う
な
る
と
表
面
近
く
の
鉄
筋
が
腐
食
し
、
厚
み
10
㎝
以
下
の

表
層
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
離
・
剥
落
し
始
め
ま
す
。

　

こ
の
時
点
で
は
ト
ン
ネ
ル
や
橋
の
機
能
は
十
分
に
保
た
れ

て
い
ま
す
が
、
落
下
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
車
や
電
車
に

当
た
る
事
故
や
、
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
よ
う
な
付
帯
設
備

が
人
に
危
害
を
加
え
る
危
険
性
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

機
能
は
失
っ
て
い
な
く
て
も
、
安
全
な
イ
ン
フ
ラ
と
は
呼
べ
ま

せ
ん
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
50
年
問
題
、
そ
れ
は
ト
ン
ネ
ル
や
橋
が

崩
壊
す
る
よ
う
な
大
き
な
事
故
を
指
す
の
で
は
な
く
、
イ
ン

フ
ラ
構
造
物
の
安
全
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る

の
で
す
。

な
ぜ
「
50
年
前
」
な
の
か
？

　
　

さ
て
、
な
ぜ
50
年
前
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
日
本
で
は
、
昭
和
20
年
代
か
ら
50
年

代
の
高
度
成
長
期
に
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
が
建
造
さ
れ

て
い
ま
す
。

長
さ
15
ｍ
以
上
の
橋
梁
を
例
に
挙
げ
る
と
、
昭
和
20
年
以
前

に
は
年
間
2
0
0
橋
程
度
の
建
造
数
だ
っ
た
も
の
が
、
昭
和

25
年
以
降
は
年
間
1
0
0
0
橋
の
ペ
ー
ス
と
な
り
、
ピ
ー
ク

で
あ
る
昭
和
50
年
頃
に
は
年
間
4
0
0
0
橋
の
ペ
ー
ス
で
建

造
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
「
生
コ
ン
」

で
す
が
、
日
本
で
最
初
の
生
コ
ン
工
場
は
昭
和
24
年
11
月
に

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
は

中
世
・
近
世
の
構
造
物
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
砂
利
や
砂
・

セ
メ
ン
ト
を
詰
め
込
ん
だ
型
枠
に
水
を
撒
き
な
が
ら
樽
の
よ

う
な
大
き
な
槌
で
叩
き
込
む
方
式
で
作
ら
れ
る
か
、
現
場
で

材
料
を
練
り
混
ぜ
て
人
力
で
型
枠
に
流
し
込
む
方
式
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
方
式
は
、
大
き
な
壁
を
持
つ
重
力
式
構
造
物
に

は
適
し
て
い
ま
す
が
、
壁
が
厚
く
な
る
の
で
大
規
模
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
工
期
・
人
員
を
必
要

と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
生
コ
ン
」
は
あ
ら
か
じ
め
均一に
練
り
混
ぜ
ら
れ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
迅
速
に
提
供
で
き
、
壁
の
薄
い
構
造
物
や
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
施
工
が
容
易
な
の
で
、
大
量
発
注
に
対

応
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
の
技
術
と
し
て
急
速
に
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
は
ま
だ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
も
誕
生

し
た
ば
か
り
の
技
術
で
、
劣
化
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
鉄
筋
を
保
護
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
み
が
現
在

よ
り
も
か
な
り
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
水
や
空
気
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
の
対
策
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
高
度
成
長
期
以
降
、
建
設
関
連
予
算
の
縮
小
に
伴
っ

て
、
補
修
・
点
検
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

1
0
0
年
経
っ
て
も
、
決
し
て
崩
れ
落
ち
る
こ
と
が
な
い
イ
ン

フ
ラ
構
造
物
。
そ
の
偉
大
さ
・
安
定
感
が
仇
と
な
り
、
表
面

で
起
こ
る
小
さ
な
、
し
か
し
重
大
な
劣
化
が
見
逃
さ
れ
て
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
々
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
は
、「
鉄
筋
を
い
か
に
し
て
守

れ
る
か
」
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
鉄
筋
が
錆
び
て
し
ま
っ
た

構
造
物
に
対
し
て
は
、
劣
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
取
り
除

き
、
鉄
筋
の
錆
を
除
去
し
て
か
ら
新
た
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

保
護
し
な
お
す
方
法
が
最
も
単
純
で
効
果
的
で
す
。

　

軽
微
な
場
合
は
表
面
に
薬
剤
や
塗
料
を
塗
っ
て
水
や
空
気

の
侵
入
を
防
ぐ
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
最
近
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

内
部
ま
で
浸
透
し
て
鉄
筋
付
近
ま
で
到
達
し
、
錆
を
防
止
す

る
膜
を
再
生
さ
せ
る
薬
剤
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

電
気
防
食
工
法
や
電
気
化
学
的
補
修
工
法
で
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
内
部
の
鉄
筋
に
電
極
を
取
り
付
け
て
、
錆
が
発
生
す

る
際
の
電
流
と
逆
の
電
流
を
流
し
て
錆
の
進
行
を
止
め
た
り
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
部
の
悪
い
成
分
を
取
り
出
し
、
良
い
成
分

を
強
制
浸
透
さ
せ
て
鉄
筋
を
触
る
こ
と
な
く
補
修
し
ま
す
。

　

す
で
に
多
く
の
土
木
構
造
物
で
使
用
さ
れ
て
い
る
高
炉
ス

ラ
グ
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
固
ま
る
時
に
発
生
す
る
熱
を
抑

え
て
ひ
び
割
れ
を
抑
制
す
る
ほ
か
、
潜
在
水
硬
性
と
い
う

性
質
で
塩
分
や
空
気
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
火
力
発
電
所
か
ら
発
生
す
る
灰
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

を
使
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
実
用
化
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
は
ポ
ゾ
ラ
ン
反
応
と
い
う
性
質
で
塩
分
や
空
気
を
シ
ャ
ッ

ト
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
長
期
的
な
強
度
増
進
が
大

き
く
、
1
0
0
年
で
も
劣
化
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
火
力
発
電
所
の
稼
働
に
よ
っ
て
大
量
に
発
生
す
る
産

業
廃
棄
物
を
再
利
用
で
き
る
の
で
、
環
境
配
慮
の
面
で
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

設
計
の
段
階
か
ら
の
見
直
し
も
重
要
で
、
構
造
強
度
や
耐

震
強
度
の
み
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
耐
久
性
や
施
工
の
し

易
さ
に
配
慮
し
た
設
計
で
、
緻
密
か
つ
高
品
質
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
す
る
た
め
の
基
準
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

私
見
で
す
が
、
現
在
の
基
準
は
強
度
に
重
点
を
置
く
あ
ま

り
過
密
鉄
筋
に
な
り
す
ぎ
て
、
施
工
不
良
が
発
生
し
や
す
く

な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
印
象

を
受
け
ま
す
。

　

構
造
物
が
必
要
と
す
る
強
度
を
短
い
工
期
内
に
確
保
す
る

た
め
の
努
力
や
改
良
を
重
ね
た
お
か
げ
で
、
高
度
成
長
期
に

作
ら
れ
た
構
造
物
の
多
く
は
根
本
的
な
強
度
欠
陥
も
な
く
、

表
面
劣
化
の
補
修
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
使
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
維
持
費
の
か
か
る
負
の
遺
産
」
な
ど
と
呼
ば

ず
、「
50
年
も
補
修
な
し
で
耐
え
た
屈
強
な
財
産
」
と
捉
え
て
、

長
く
大
切
に
使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

数
が
多
い
と
は
言
え
そ
の
多
く
は
小
規
模
工
事
で
済
む
の

で
す
か
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
補
修
を
重
ね
て
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
我
々
の
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。

甲賀市内　橋梁底面（写真上）
中央に見える内部鉄筋の腐食により、円錐状にコ
ンクリートが剥落している。鉄筋を覆うコンク
リートの厚みが足らなかったことに起因する。
鉄筋腐食先行型。

甲賀市内　橋梁底面（写真下）
繰り返し荷重によって発生したひび割れから水などが侵入し、
鉄筋を広く腐食させた。ここまでくると、曲げに耐えられない
ので鉄筋の差し替えが必要。鉄筋を覆うコンクリートの厚みも
小さいように見える。ひび割れ先行型。

京都市内　鴨川の橋梁底面
（写真上・左）
鉄筋が表面に近くなりやすい交差
した部分から腐食が始まった例。
被覆するコンクリートが薄いほど
ひび割れも発生しやすく、劣化も
早い。ひび割れ先行型。

湖南市内　歩行者用トンネル
（写真左）
周辺に異常は見られないが、内部鉄筋
が錆びて錆汁が出てきている。被覆圧
が薄いのか、腐食し始めた鉄筋を使っ
てしまったか。ひび割れよりも鉄筋腐
食が先行した例。

京都市内　鴨川の橋梁底面（写真左）
白華現象（石灰のつらら）も確認でき、ひび
割れが貫通していると予想。鉄筋がある部分
は剥離が起き、ない部分は石灰のつららが発
生している。ひび割れ先行型。

京都市内
地下駐車場（写真右）
天井の梁に荷重でのひ
び割れが発生し、そこ
から鉄筋が腐食した。
曲げへの抵抗性がなく
なっており、非常に深
刻な状況。どちらが先
行しているかは判断が
難しい。

京都市内
地下駐車場（写真左）
地盤沈下により壁に斜
めの亀裂が走ってい
る。規模は大きく見え
るが、さほど危険性は
ない。地下深くの土圧・
水圧に耐えるために部
材圧が大きく、自重で
抵抗する構造。
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環
境
へ
の
配
慮
、地
域
社
会
と
の
共
生
を
掲
げ

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
工
事
に
取
り
組
む

平
成
14
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
を

認
証
取
得 

　

昭
和
41
年
に
知
事
登
録
事
業
者
と
な
り
、
52
年
に

会
社
組
織
と
な
っ
た
丸
橋
建
設
。
先
代
社
長
は
、「
若

い
人
材
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
い
と
、
変

化
の
激
し
い
時
代
を
乗
り
切
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
60
歳
で
第
一
線
を
退
き
、
平
成
12
年
に
２
代

目
の
丸
橋
豊
氏
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
「
社
長
就
任
を
機
に
、
自
分
の
思
っ
た
と
お
り
に

責
任
を
持
っ
て
会
社
を
運
営
し
て
い
く
よ
う
に
と
言

わ
れ
た
」
と
語
る
丸
橋
社
長
。
こ
れ
か
ら
の
建
設
業

は
環
境
へ
の
配
慮
、
地
域
社
会
と
の
共
生
と
い
う
視

点
が
不
可
欠
に
な
る
と
い
う
思
い
か
ら
、
環
境
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
今
村
忠
彦
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、

県
内
の
建
設
業
者
と
し
て
い
ち
早
く
平
成
14
年
５
月

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
を
認
証
取
得
し
ま
し
た
。「
取

得
に
向
け
て
の
準
備
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
が
、
社
内
に

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
全
社

員
の
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
社
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
り
、
活
発
に
意
見

を
言
い
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
評
価
し
ま
す
。

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

第
１
号
を
実
施

　

今
村
氏
が
専
務
理
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ａ
（
循
環
型
社
会
形
成
促
進
協
議
会
）
に
も
、
平

成
16
年
の
発
足
当
時
よ
り
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
や
団
体
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
環
境
に
配
慮
し
た

工
事
や
企
業
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
同
社
。
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
工
事
の

た
め
の
安
全
と
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
第
１
号
と
な
っ

た
「
里
親
に
な
っ
て
多
賀
の
道
ば
た
植
物
を
残
そ
う
」

と
い
う
取
り
組
み
を
、
多
賀
永
源
寺
線
単
独
道
路
改

築
工
事
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
予
定
現
場
の
里
山
に
自
生
す
る
植
物
を
一
旦

植
え
か
え
て
、
工
事
終
了
後
に
町
民
に
里
親
に
な
っ

て
も
ら
っ
て
植
え
戻
し
て
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
町
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
公
共
工
事
の
目

的
や
自
然
に
配
慮
し
た
施
工
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
経
緯
や
成
果
に
つ
い
て
、
現
場

監
督
を
務
め
た
古
川
部
長
代
理
が
、
長
浜
曳
山
会
館

ホ
ー
ル
で
報
告
し
た
ほ
か
、
平
成
15
年
に
開
催
さ
れ

た
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
北
田一也
専
務
が
「
里

山
に
関
す
る
環
境
問
題
」
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
そ
の
後
も
「
豊
郷
発
見
、
水
の
香
る
郷

『
沢
』　

道
づ
く
り
」
や
「
長
ー
い
橋
の
た
も
と
で
、

大
ー
き
く
な
ー
れ
、
み
ん
な
の
木
」
と
い
っ
た
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
、
現
場
で
「
材
料
を
必
要
以
上
に
使

わ
な
い
」「
で
き
る
だ
け
再
利
用
を
試
み
る
」
と
い
っ

た
目
標
を
設
定
し
て
、
工
事
に
取
り
組
む
ほ
か
、
現

場
や
社
屋
周
辺
の
環
境
美
化
・
清
掃
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
滋
賀
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
の

現
場
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
毎
回
優
秀
賞
を

獲
得
し
て
い
ま
す
。

よ
り
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を 

目
指
し
て

　

新
し
い
技
術
や
工
法
の
導
入
に
も
熱
心
に
取
り
組

み　
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
企
業

と
し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
同
社
で
は
、
昨
年
10
月
に
丸
橋
社
長
は
じ
め

社
員
や
そ
の
家
族
14
名
が
、
企
業
と
し
て
唯
一
、
豊

郷
町
民
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
3
の
３
時
間
耐

久
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、
敢
闘
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
建
設
業
界
で
生
き
残
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
人
材
育
成
が
最
重
要
課
題
に
な

り
ま
す
が
、
同
社
に
は
20
代
か
ら
40
代
の
社
員
が
７

名
在
籍
し
、
中
核
社
員
が
若
手
の
指
導
に
当
た
り
、

相
互
に
協
力
し
な
が
ら
複
数
の
現
場
の
仕
事
を
進
め

て
い
ま
す
。
丸
橋
社
長
自
ら
現
場
で
社
員
と
と
も
に

働
き
、
社
員
が
や
り
甲
斐
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
目

配
り
す
る
ほ
か
、
滋
賀
県
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推
進
企
業
に
登
録
し
て
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
設
定

や
、
男
性
社
員
の
育
児
休
暇
取
得
促
進
な
ど
を
目
標

に
掲
げ
て
、
よ
り
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
い
い
仕
事
を
し
て
地
域
の
人
に
喜
ば
れ
た
い
と
い

う
情
熱
を
持
っ
て
働
き
、
現
場
を
離
れ
た
ら
、
先
輩

後
輩
男
女
隔
た
り
な
く
忌
憚
の
な
い
意
見
が
言
い
合

え
る
環
境
を
今
以
上
に
整
え
て
い
き
た
い
」
と
言
う

丸
橋
社
長
。
仕
事
も
遊
び
も
一
生
懸
命
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
建
設
業
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を
的
確
に
つ
か
み
、

社
会
の
要
請
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
す
。 

ISO14001のプレートが掲げられた社内滋賀県発注の祇園八幡中山線道路補修工事

彦根駅前広場（古沢安清線駅前広場）整備工事

平成14年に多賀永源寺線単独道路改築工事で実施した
CESAプログラム「里親になって多賀の道ばた植物を残そう」

丸
橋
建
設
株
式
会
社　
　
　
彦
根
市
高
宮
町　
　

代
表
取
締
役　

丸
橋　

豊

平成15年に稲枝沢線単独工事で実施した「豊郷発見、
水の香る郷『沢』道づくり」

３時間耐久マラソンに出場した丸橋社長と社員、ご家族のみなさん
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『夢けんプラザ絵画コンクール』
　滋賀県建設業協会では、次世代を担う子供達に建設産業の魅力発信事業として、『夢けんプラザ絵画コンクール』を実施いたしました。
安全・安心で 快適な生活を送るためのインフラの整備や街の豊かな環境の整備など、多くの事業を建設業が担っていることや、その役
割の大切さ、頼もしさを見聞きしてもらい、子供達の豊かな感性や観察力、創造力を育み、街づくりやその事業に関心を向けてもらう
ことを目的に開催された、県内の小中学生を対象とした絵画コンクールです。

「工事ではたらく機械」 	 日常にある建設機械やあったらいいなと思う機械

「道路やビルなどの工事のようす」 	 住んでいるまちの道路、橋、ダムやビルなどの工事現場の様子
	 あるいは未来の都市  

審査員／成安造形大学 講師　宇野  君平
　建設現場の絵画コンクールという、とてもユニークな企画に参加させていただきました。応募作品には、夢の建
設車両や未来の都市の様子が描かれ、その表現の豊かさに審査の現場も盛り上がりました。情報産業が注目される
一方で、ものづくりの現場が軽視される状況は、芸術の世界も同じです。小さな画面に夢中になる時代、建設現場
というダイナミックな題材は、大きなスケール感と豊かな創造力を育む、貴重な造形教育の現場だと感じました。

「未来都市の開発が進む」
市川　理那

タブレット端末で操縦するパワーショベルが
印象的な、おもしろい作品です。

評

『夢けんプラザ絵画コンクール』第１回

テーマ テーマ 

「
い
っ
ぱ
い
は
た
ら
く
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」

赤
尾
　 

芹
奈

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
図
と
鮮
や
か
な
色
彩
が
美
し
い
。

ウ
ィ
～
ン
、
ド
シ
ャ
～
ン
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。
現
場
の
音
が
聞
こ
え

て
く
る
、
ス
テ
キ
な
作
品
で
す
。

評

「タイヤショベル」
上田　彩加

ホイルローダーの細部や背景の様子まで、対象を丁寧に描く誠実な姿勢に
共感しました。作業員が帰った後の現場でしょうか。重機に哀愁を感じます。

評

「こんなきかいがあったらいいな　にじ色車」
田中　麻希

おしゃれなユニック車が丁寧に描かれています。
未来の建設現場は、エレガントですね。

評

「こうじげんばのようす」
野口　絆

重機たちがはたらく様子が、まるでジュラシックパークみた
いで楽しい作品です。

評

「こんなきかいがあったらいいな」
田中　健介

「何の工事をしているのかな？」「どんな機能があるのかな？」
細部まで描かれた不思議な機械がとても魅力的です。

評

最優秀賞 優秀賞入  選

最優秀賞 優秀賞入  選

最優秀賞 優秀賞入  選

最優秀賞 優秀賞入  選 最優秀賞 優秀賞入  選

最優秀賞 優秀賞入  選

最優秀賞 優秀賞入  選

最優秀賞 優秀賞入  選

最優秀賞 優秀賞入  選最優秀賞 優秀賞入  選

「工事中の町」
居松　真由

評

「いろいろ交代ウルトラカー」
清水　大樹

アームの先がチェンジする万能メカ。カラフルで
ステキですね。でも操縦は難しそう。

評

最優秀賞 優秀賞入  選
「大きなショベルカー」

伊吹　穣
ショベルカーの格好良さが伝わってきます。
キャタピラやアームの油圧がよく描けています。

評

最優秀賞 優秀賞入  選
「なんでもたいらにする

　　　　ロードローラー」
吉冨　晴心

どっしりとしたロードローラーの重量感が、
しっかり表現されています。

評

「今日もはたらくミキサー車」
大前　陽菜乃

生コン車のクルクル回るタンクなど、
観察力がすばらしい。

評

「ブルドーザー」
中之庄　泰智

黒の背景に銀の線描、鮮やかな色彩。
これはアートです。

評

最優秀賞 優秀賞入  選

「
僕
ら
が
見
た
電
波
塔
」

茂
山
　
咲
也
香

竜
の
鱗
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
電
波
棟
は
、
そ
の
有
機

的
な
デ
ザ
イ
ン
が
現
代
的
で
す
。
緩
キ
ャ
ラ
の
飛

び
出
す
ユ
ニ
ー
ク
な
看
板
も
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ

り
ま
す
。

評

最優秀賞 優秀賞入  選

「
か
っ
こ
い
い
な
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
」

西
村
　
ひ
な
た

縦
の
構
図
と
大
き
く
伸
び
た
ア
ー
ム
が
、
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
の
臨
場
感
を
上
手
く
表
現
し
て
い
ま
す
。

評

背景の建物や重機が働く様子が、とてもポッ
プに描かれています。CG やゲームの世界
を感じさせる作品です。
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クイズパズル

　

も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
長
く

テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
30
歳
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
に
乗
り
始
め
て
、
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
と
呼

ば
れ
る
山
を
上
り
下
り
す
る
レ
ー
ス
な
ど

に
も
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
始
め
た
の
は
１
年

半
く
ら
い
前
か
ら
。
走
る
の
も
好
き
で
、

地
元
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
に
も
出
て
い

た
の
で
、「
後
は
泳
ぐ
だ
け
」と
思
う
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
水
泳
・
自
転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
・
長
距
離
走
（
ス
イ
ム
・
バ
イ
ク
・
ラ
ン
）

を
連
続
し
て
行
う
耐
久
競
技
で
、競
技
会
に
多
い
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
の
レ
ー
ス
は
、
ス
イ

ム
１・５
ｋ
ｍ
・
バ
イ
ク
40
ｋ
ｍ
・
ラ
ン
10
ｋ
ｍ
の
合
計

51
・
５
ｋ
ｍ
の

距
離
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

普
段
は
、
朝

と
夜
の
時
間
を

使
っ
て
、
走
っ

た
り
、
プ
ー
ル

で
泳
い
だ
り
、

マ
シ
ン
を
使
っ

て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
て
い
ま

す
。
で
き
る
だ

け
効
率
よ
く
練

習
で
き
る
よ
う

に
と
、
自
転
車

の
ペ
ダ
ル
の
回

転
数
や
心
拍
数

な
ど
を
数
値
化

し
て
、
目
標
値
を
設
定
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
て
い
ま
す
。
数
値
化
す
る
こ
と
で
、
身
体
能

力
が
向
上
し
自
分
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る

の
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

レ
ー
ス
で
は
ど
の
よ
う
な
ペ
ー
ス

配
分
を
す
る
か
自
分
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
た
り
、
ス
イ
ム
か
ら
バ
イ
ク
、

バ
イ
ク
か
ら
ラ
ン
に
移
る
時
に
、
着

替
え
の
時
間
を
ど
う
や
っ
て
短
縮
す

る
か
工
夫
す
る
こ
と
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
う
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
は
意
外
に
仕
事
で
も
使
え
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

全
身
を
使
う
競
技
な
の
で
、
大
会

に
出
る
と
心
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
し
、
体
幹
が
鍛
え
ら
れ
る
の
で
、

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
始
め
て
か
ら

は
、
肩
こ
り
や
腰
痛
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
通
じ
て
、

県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
人
脈
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

効率のよいトレーニングを工夫
マネージメント力も問われるトライアスロン

株式会社萩原建設　　萩原　英樹

縁の下の力持ちとして
より良いものづくりを支えたい

頑張れば達成感も大きい
建設業の仕事

株式会社 笹川組
総務部総務課　多賀野　博さん［平成24年入社］

株式会社 桑原組
土木部　石田　光さん［平成24年入社］

　県外で内定をいただいている会社もあったのですが、
大学の4年間お世話になった滋賀県で働きたい、地域
の発展に貢献したいという強い思いを抱くようになり、
もう一度就職活動をやり直すことを決意しました。
　そして、滋賀県の発展に最も貢献できるのは建設業
ではないかと考えて、この会社を受験しました。ちょうどその年に起こった東北の震災で、
災害復旧や暮らしの再建に建設業が大きな役割を果たしたことも、建設業で働きたいとい
う思いを後押ししてくれました。
　メイン業務である建設工事を支える裏方として、さまざまな書類を作成していま
すが、ミスのないよう、特に社外への提出書類は何度もチェックを行っています。
今は建設業経理士2級の資格取得に向けて勉強中ですが、いずれは1級を、その他
にも宅建資格や施工管理技士など仕事に役立つ資格取得にチャレンジしたいと思っ
ています。
　当社が手がけた商業施設や銀行を訪れて、買い物客でにぎわっているようすや、
行員の方々が活き活き働いているようすを目にすると、良い仕事ができたことを誇
らしく思います。
　学生時代を通じて野球に打ち込み、大学ではスポーツ社会学を学びました。大
学に入ってからは県内のクラブチームでコーチとして子どもたちを指導し、今でも
休日のほとんどを野球の指導に当てています。
　野球の経験や大学で学んだコミュニティマネジメントを活かして、現場で働くみ
なさんが円滑に工事を進めて、より良いものづくりができるよう、縁の下の力持
ちとして支えていきたいと思います。

　祖父も父も建設関係で仕事をしてきましたので、大学進
学の際、自然に土木系を選択していました。この世界で働
き始めた頃は右も左もわからない状態でしたが、新たにも
のを創る楽しさと、それに伴う責任のある仕事という、他
の業種では体験できない経験を数多くさせてもらいました。
　施工管理の仕事は現場ごとに工事の種類が違ったり、現場の条件や施工の方法が違ってくる
だけでなく、様々な業種の人たちが大勢仕事をしているので、それを取りまとめていくには豊富
な経験と知識が必要とされます。学校で習うことより一日一日の積み重ねがキャリアになると
いうことを実感しています。
　将来の夢は現場を任されて、地図に残るような構造物を造りたいということ。頑張れば頑張っ
ただけのものができて、達成感も大きいのがこの仕事の魅力です。土木施工管理技士2級に受
かりましたので、次は火薬類取扱保安責任者取得を目指したいと思っています。
　昨年の台風18号の豪雨で決壊した河川にもいち早く駆けつけましたが、被害の大きさに圧倒
されながらも、先輩技術者と力を合わせて復旧工事に取り組みました。
　確かに現場監督の仕事は覚えることも多いですが、時には失敗しながら経験や知識を蓄積し
て一人前になっていくのは、どんな仕事でも同じだと思います。
　私の場合、何でも気軽に相談し合える、同期入社の技術者がいることがとても励みになって
います。お互い切磋琢磨していける仲間がいることで、モチベーションも上がるし、困難なこと
にぶつかっても乗り越えていけると思います。

建設産業人材確保・育成推進協議会では『私たち
の主張』として、平成20年から毎年、建設業で働
く若者たちのメッセージを募集しています。昨年の
『私たちの主張』に応募した多賀野博さんと石田
光さんに、日々の仕事や将来の夢についてうかが
いました。

建設界野球大会で好投する多賀野さん

入社後4カ所目となる高島市内の現場で

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
て
、

◯
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト　

特
集
「
話
題
の
焦
点
」　　

〈
タ
テ
〉

一
．
木
材
を
食
べ
て
家
屋
な
ど
に
害
を
与
え
る
昆
虫

二
．
武
蔵
野
市
と
三
鷹
市
に
ま
た
が
る
◯
◯
◯
◯
◯
公
園

三
．
別
名
〝
よ
ろ
い
ね
ず
み
〟

四
．
滋
賀
県
最
高
峰
の
山

五
．
メ
ー
ル
な
ど
を
も
う
一
度
送
る
こ
と

六
．
今
号
の
話
題
の
焦
点
で
訪
ね
た
京
都
市
の
施
設

七
．
た
く
ま
し
い
こ
と

八
．
火
山
の
あ
る
地
域

〈
ヨ
コ
〉

１
．
内
臓
肥
満
症
候
群
を
短
く
言
う
と

２
．
変
事
に
備
え
て
防
備
す
る
こ
と

３
．
強
風
や
豪
雨
に
よ
る
災
害

４
．
正
式
な
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

５
．
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
る
装
置

６
．
背
中
に
針
状
の
剛
毛
の
あ
る
動
物

７
．
中
国
四
川
地
方
の
辛
い
麺
料
理

８
．
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
お
母
さ
ん

９
．
ビ
ル
の
建
設
現
場
な
ど
で
使
わ
れ
る
塔
型
ク
レ
ー
ン

㊁㊄

㊀

②

㊂

⑧

㊃

④

⑥

㊅㊆

③

①

⑤ ㊇

⑦

⑨

す

ほ

かと

け

た

た

る

や
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●P&Q及びアンケート(返信用添付ハ
ガキ)の両方にお答えいただいた方
の中から抽選により粗品を進呈し
ます。ふるってご応募ください。
●別のハガキにてご応募の方も住所、
勤務先(学校名)、氏名及びP&Qの答
え、アンケート、メッセージ等を書い
て送付してください。
●締め切り
　平成26年6月20日必着
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　〒520-0801
　大津市におの浜一丁目1-18
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『あんぜん』第一」

前号の答え

パズル＆クイズ当選者

滋
賀
県
建
設
会
館
の
愛
称

（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）と
ロ
ゴ
が

決
定
し
ま
し
た
！

取材 話

フォトコンテストは、日頃「ここってどうやって工事したんだろ
う？」と思っていたものが、一目でわかる内容で感動しました。

（折戸一乃さん）

高島市で鴨川が破堤するなど、台風18号による
大きな被害が出ました。建設業の素早い対応に
は感謝しています。　　　　　 （西村忠員さん）

この会報誌の題名がいいですね！
”夢”がとても心に響きます。       （中西光男さん）

「仕事の達人・遊びの達人」を読んで、仕事のできる人は遊び
もうまくて憧れを感じます。　　　　　　　   （奥野仁史さん）

奥伊吹の新しい里おこしのイベントを知り、次回のイベントに
出かけてみたいと思います。　　　　　　　　（久木實さん）

ヤンマーミュージアムには一度行ってみたいと思っていたの
で参考になりました。　　　　　　　　　　 （丹治徳彦さん）

で
っ
ち
よ
う
か
ん（
甲
賀
市
）

若狭屋
甲賀市信楽町牧686
☎0748-83-0164

　
〝
で
っ
ち
よ
う
か
ん
〟
と
言
う
と
、
滋
賀
県
で
は
小
麦

粉
と
小
豆
を
練
っ
て
竹
の
皮
に
包
ん
で
蒸
し
上
げ
た
和

菓
子
が
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
信
楽
で
〝
で
っ
ち

よ
う
か
ん
〟
と
言
え
ば
蒸
し
よ
う
か
ん
で
は
な
く
、
寒

天
で
さ
ら
し
餡
を
固
め
た
水
よ
う
か
ん
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
も
と

も
と
伊
賀

上
野
地
方
で

〝
で
っ
ち
よ

う
か
ん
〟
と

し
て
製
造
さ

れ
て
い
た
こ

の
水
よ
う
か

ん
を
、
伊
賀

上
野
か
ら
信

楽
に
移
っ
て

き
た
人
が
こ

の
地
に
伝
え

て
、
広
く
製

造
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
で
っ
ち
よ
う
か

ん
は
、
信
楽
で
は
通
常
冬

場
だ
け
し
か
作
ら
れ
て
い
な

い
そ
う
で
す
。
現
在
、
信

楽
に
は
こ
の
で
っ
ち
よ
う
か

ん
を
作
っ
て
い
る
和
菓
子
店

が
数
軒
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
か
。

　

牧
と
い
う
集
落
に
あ
る
和
菓
子
店
「
若
狭
屋
」
で
も
、

昭
和
40
年
代
の
創
業
当
時
か
ら
作
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
製
法
を
守
り
、
北
海
道
産
の
小

豆
だ
け
を
使
っ
て
、
て
い
ね
い
に
炊
き
上
げ
た
自
家
製
餡

に
、
水
と
砂
糖
、
寒
天
を
加
え
て
炊
き
上
げ
て
い
き
ま

す
。
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
て
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た

で
っ
ち
よ
う
か
ん
は
、
み
ず
み
ず
し
く
滑
ら
か
な
口
当
た

り
で
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
甘
さ
の
中
に
し
っ
か
り
と
小
豆
の

旨
味
が
感
じ
ら
れ
て
、
和
菓
子
が
苦
手
で
も
「
こ
れ
だ

け
は
大
丈
夫
」
と
い
う
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

若
狭
屋
で
は
こ
の
で
っ
ち
よ
う
か
ん
を
、
11
月
か
ら
５

月
の
連
休
頃
ま
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
３
月
頃

ま
で
し
か
作
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
も
う
少
し
延

ば
し
て
ほ
し
い
と
い
う
多
く
の
フ
ァ
ン
の
声
に
応
え
る
か

た
ち
で
製
造
期
間
が
延
長
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　さて、今回も色 と々取材にいってまいりました。
　アクア琵琶・京都市市民防災センターでは、豪雨体験・地震体験により、
防災について改めて普段の訓練の大切さを考えさせられたり、チカ守山では
まちづくりにかける熱い想いを聞いたり、若狭屋ででっち羊羹をいただいたり
しました。が、
　今回の我々のメインは体力勝負のノルディックウォーキングでした。普段
は事務職をしているわれわれ広報委員会のメンバーにとりましては、出発前から不安いっぱいでした。　　
　当日も日頃の行いのせいかどうかあいにくの雨となり、夢けんプラザを出た途端にメンバーの靴底が外れる
アクシデントが！　またハイテンションに飛ばしていたメンバー（私のこと）が急な山登りで突然のテンショ
ンダウンと予想通り？のアクシデントに見舞われたりもしました。途中豪雨災害で放置されたままの現場を見
たりして改めて早い復旧を願いつつ、すれ違う人もない滑る山道を膝が痛い、股関節が痛いなど歩きながら
夢けんプラザに帰り着きました、最後は誰の出迎えもないなか、　あいのりの用に全員横並びでゴールしまし
た（古っ？）。山頂からの眺めはすっきりとはいきませんでしたが、やりきったメンバーは皆一様にすっきりとし
た表情で次は三上山いやいや伊吹山やろとか広報委員ではなく同好会的にまたやろうなどと盛り上がっておりました。
（編集段階ではすでにそんな話もあったのかなかったのか…）今まで色 と々県内の現場、業者、グルメ、観光スポッ
ト、イベントと取材がありましたが、今回のノルディックウォーキングは広報委員でなければ体験できなかったであ
ろう奥深い取材となりました。
　今号をもちまして、現委員は任期を終えることとなりますが、皆を代表して宣言させていただきます。　
“建設業のよりよいイメージアップを目指し活動する広報委員会は　
　　　今後も　山を登ります!!　いや広報活動に励みます!!。”
　今後も　広報　夢けんせつ　をよろしくお願いいたします。

　

広
報
誌
「
夢
け
ん
せ
つ
」
で
は
、
広
報

委
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る「
見
て
、聞
い
て
、

体
験
し
て
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
特
集
な
ど

の
記
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
究
極
の
体
験
取
材
と
も
言
え

る
、〝
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
で
大
文
字

山
登
山
〟
と
い
う
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
企
画
を

催
行
し
ま
し
た
。

　
「
降
水
確
率
90
％
」
と
い
う
生
憎
の
天

気
に
も
屈
せ
ず
決
行
と
な
り
、
意
気
揚
々

と
夢
け
ん
プ
ラ
ザ
か
ら
最
寄
り
駅
に
向

か
っ
て
歩
き
始
め
た
途
端
、
と
あ
る
委
員

さ
ん
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
が
崩
壊
す

る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
。
朝
早
く
か

ら
お
店
も
開
い
て
な
い
し
ど
う
す
る
の
か

と
気
を
も
み
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
業
界

人
！
作
業
服
・
作
業
用
品
の
大
型
専
門
店

が
開
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
無
事
新
し
い

シ
ュ
ー
ズ
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
ご

と
温
泉
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
〝
お
ご
と

ん
〟
の
お
見
送
り

も
あ
り
、
時
折
パ

ラ
つ
く
雨
の
中
、
わ
い
わ
い
と
に
ぎ
や
か

な
山
行
と
な
り
ま
し
た
。
山
頂
で
は
モ
ヤ

が
か
か
っ
た
景
色
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
、

濡
れ
て
滑
り
や
す
く
な
っ
た
斜
面
に
難
儀

し
な
が
ら
な
ん
と
か
下
山
し
た
時
に
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
筋
肉
痛
に
苦
し
み
、鍼
と
マ
ッ

サ
ー
ジ
に
予
定
外
の
出
費
が
か
さ
ん
だ
と

い
う
委
員
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、「
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
山
歩
き
も
し
て
み
た

い
」
と
い
う
声
も
チ
ラ
リ
、
ホ
ラ
リ
…
建

設
業
協
会
山
岳
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

滋
賀
県
建
設
会
館
を
訪
れ
る
方
々
に
、
さ
ら
に
親
し
み
を
持
っ

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
昨
年
、
愛
称
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
）
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

愛
称
は
平
成
25
年
６
月
末
に
締
め
切
り
、
全
国
よ
り
1
9
6
通

応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
以
下
の
通
り

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

愛
称
決
定
に
伴
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
お
い
て
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
40
件
の
応
募
が
あ
り
、
広

報
委
員
会
に
て
選
考
の
結
果
、

「
夢
け
ん
プ
ラ
ザ
」
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
決
定
し
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

素材の劣化で靴底が取れてしまったシューズ

おごとんと記念撮影　　

愛
称
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）

『
夢
け
ん
プ
ラ
ザ
』

　
　
　
　

提
案
者　

藤
澤　
勲
様
（
滋
賀
県
）

作
者　

オ
フ
ィ
ス
ピ
ー
ア
ン
ド
シ
ー
様

（
東
京
都
）

牧の集落にある和菓子店「若狭屋」

滑らかな口当たりが人気のでっちようかん
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